
表紙写真

見沼代用水（埼玉県）

戦乱が終わって江戸時代に入ると水田開発は各
地で進み、開発余地は少なくなりました。こう
した中、紀伊藩主から 8代将軍になった徳川
吉宗は、紀州流の実績があった井沢弥惣兵衛に
命じて、利根川を水源にする見沼代用水を建設
し、見沼を水田に変えました。自然を積極的に
改変するのが紀州流の特徴で、その広まりが、
明治以降の欧米からの技術導入に役立ちました。
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生
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日
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議
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議
員
レ
ポ
ー
ト

新
年
度
の
始
ま
り
に
当
た
っ
て

7
参
議
院
議
員
宮
崎
雅
夫

人
口
減
少
社
会
と
土
地
改
良
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私
か
ら
見
た
土
地
改
良

埼
玉
県
農
林
部
長
牧
千
瑞
さ
ん
に
聞
く

 

大
成
建
設　

龍　

尊
子

20

菊
岡
保
人
の
水
彩
画 

〜
細
部
に
思
い
を
こ
め
て
〜

  

シ
リ
ー
ズ  

21
国
営
事
業
地
区
探
訪

農
業
用
水
の
安
定
確
保
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
用
水
路

の
機
能
保
全
と
耐
震
化
を
一
体
的
に
実
施
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土
地
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務
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澤
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真
之
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大
西　

廣
和
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う
す
る
ど
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方
改
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長　

前
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健
次

31
蘇
る
大
地
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の
水
で
明
日
の
豊
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な
農
業
を
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か
ん
が
い
排
水
事
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水　
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一

37
女
性
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と
私 
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秋
元　

佳
澄

39
母
校
訪
問
記

1
2
0
年
の
歴
史
と
豊
か
な
自
然
の
中
で

生
命
と
心
と
夢
を
育
て
る
岐
阜
農
林
高
等
学
校

43
〝
愛
す
べ
き
小
さ
な
田
舎
〞
か
ら
の
小
さ
な
た
よ
り　

第
16
回

東
北
、
南
三
陸
町
を
訪
問　
そ
の
１
タ
コ
と
の
再
会
！

 

星
ふ
る
学
校「
く
ま
の
木
」　

加
納　

麻
紀
子

45
著
書
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世
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産
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平

47
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回
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2
―
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男
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ス
テ
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の
開
発
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ト
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害
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旧
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業 

三
幸
建
設　

青
山　

明
良
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珂
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業
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利
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二
期
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北
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健
司
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閑
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休
題

102

く
ろ
す
お
ー
ば
ー
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「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
最
近
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

内
閣
府
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
「
利
用
料
金
の
徴
収
を
行
う
公
共
施
設
に
つ
い

て
、
施
設
の
所
有
権
を
公
共
主
体
が
有
し
た
ま
ま
施
設
の
運
営
権
を
民
間
事
業

者
に
設
定
す
る
方
法
」
と
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
の
但
馬
空
港
の
運
営
事

業
に
始
ま
り
、
す
で
に
道
路
、
文
教
施
設
、
下
水
道
な
ど
の
分
野
で
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
水
道
や
工
業
用
水
道
な
ど
で
も
今
後
の
導
入
に
つ
い
て

各
地
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
や
市
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
で
は
行
政
需
要
が
増
加
す
る
一
方
、
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
自
治
体
が
整
備
し
た

公
共
施
設
の
運
営
を
民
間
企
業
に
委
ね
る
こ
と
は
ひ
と
つ
の
有
効
な
手
法
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

弊
社
も
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
浜
松
市
の
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
の
運

営
を
中
核
と
す
る
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
新
た
に

設
立
さ
れ
た
浜
松
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
株
式
会
社
が
二
〇
年
間
の
計
画

で
下
水
処
理
施
設
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
社
に
は
国
内
外
の
上
下

水
道
の
運
営
に
長
い
経
験
が
あ
る
会
社
、
下
水
道
施
設
の
設
計
や
施
工
の
実
績

が
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
、
財
務
面
を
担
当
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
会
社
、

施
設
の
建
設
や
修
繕
の
面
か
ら
地
元
の
建
設
会
社
に
加
え
て
弊
社
も
出
資
し
て

い
ま
す
。

　

一
般
的
に
上
下
水
道
で
は
費
用
の
大
き
な
部
分
は
固
定
費
で
あ
り
、
需
要
が

減
少
し
た
か
ら
と
い
っ
て
運
営
コ
ス
ト
が
そ
れ
に
応
じ
て
減
る
と
い
う
事
業
構

造
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。浜
松
市
で
は
、二
〇
一
〇
年
に
八
〇
万
人
程
度
で
あ
っ

た
人
口
が
、
二
〇
四
〇
年
に
は
七
〇
万
人
程
度
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。
人
口
の
減
少
が
進
行
す
る
と
上
下
水
道
の
利
用
も
減
り
、
料
金
収
入
も

縮
小
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
用
の
増
加
や
担
当
職
員

の
高
齢
化
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
各
種
の
課
題
に
対
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
企
業
が
こ
の
分
野
で
協
力

で
き
る
こ
と
が
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

下
水
処
理
は
区
域
内
で
発
生
す
る
汚
水
を
法
令
で
定
め
ら
れ
た
水
準
ま
で
浄

化
し
て
公
共
用
水
域
に
排
出
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
浜
松
市
の
施
設
で
は

こ
れ
を
担
保
す
べ
く
運
営
権
者
と
浜
松
市
が
そ
れ
ぞ
れ
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
の
終
了
時
に
施
設
が
継
続

し
て
機
能
を
果
た
し
つ
つ
、
運
営
が
可
能
で
あ
る
状
態
で
浜
松
市
に
引
き
渡
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
浜
松
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
株
式
会
社
が
期
待

さ
れ
て
い
る
使
命
を
果
た
し
、
浜
松
市
や
市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
が
得
ら
れ
る

よ
う
弊
社
と
し
て
も
協
力
を
惜
し
ま
な
い
所
存
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
業
務
を
実
施
す
る
中
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
蓄
積
し
、
弊
社
と

し
て
水
分
野
の
仕
事
に
対
し
一
層
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

公
共
施
設
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

巻
　
頭
　
言

東
急
建
設
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
会
長

飯
塚
　
恒
生
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